
保健だより 12月

１２月に入り、今年もあとわずか。一年の締めくくりとして振り返

りや反省とともに、やり残したことをすませ、気持ちよく新年を迎え

る準備の時期です。「部活で／勉強で／遊びで

忙しい」「大したことないから」・・・健康診断の結果から「受診・
治療のお知らせ」を受け取ったものの、受診等が後回しになってい

ませんか？年末年始は医療機関もほぼ休診になりますので、できる

だけ冬休み前から受診しましょう。とくに、３年生は、休み明けに

なると、さらに生活があわただしくなります。この冬休みが治療の

最後のチャンスかも？！ 未受診・未治療のままで大事な試験や面

接に臨むことは極力避けて下さいね。

冬の病気

保健室にも、ノロウイルスによる

感染性食中毒を疑うおう吐や下痢を

繰り返す生徒が何人かいました。感

染力が強いのと、体力が消耗しやす

いので症状がみられたら、すぐに病

院へ行き、家で安静にして休みまし

ょう。

ノロウイルスは、食品からの感染

（食中毒）だけでなく、ウイルスが
ついた手を介しての感染（接触感染）

や、空気中に飛散したウイルスを吸

い込むことでの感染（飛沫感染）も

あります。

ノロウイルスによる感染性胃腸炎を予防するために、

集団生活の場における手洗いの励行、調理時における食

品の十分な加熱、発症者のおう吐物・排せつ物の適切な

処理などを、日常生活で心がけましょう。
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